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青年・学生のための政治新聞

東
ア
芝
Ｚ
民
衆
の
朝
鮮
半
島
緊
張
緩
和
へ
の

待
を
嘲
■

日
米
帝
口
主
義
者
ト
ラ
ン

・
安
倍
・
天
皇
に
よ
る
沖
縄
の
軍
事
要
塞

の
さ
ら
な
る
強
化
を
絶
対
に
許
し
て
は

ら
な
砲

八
重
山
・
〓
古
へ
の
自
衛
隊
増

強
を
許
さ
ず
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
た
め

の
土
砂
投
入
工
事
を
断
固
阻
止
す
る
聞
い
を

全
人
屋
闘
争
で
断
口
と
し
て
打
ち
抜
〓
ラ
′

な化プ期
今
こ
そ
、
朝
鮮
半
島
の
真
の
緊
張
緩
和
の
た

め
に
安
倍
政
権
を
打
倒
す
る
東
ア
ジ
ア
民
衆

連
帯
に
基
づ
く
左
派
の
結
集
が
求
め
ら
れ
る

沖
縄
と
ア
キ
ヒ
ト

天
皇
ア
キ
ヒ
ト
の
退
位
が
二
〇

一
九
年
四
月
二
十
日
と
発
表
さ
れ

た
。
ア
キ
ヒ
ト
の
言
う

「
象
徴
天

皇
と
し
て
の
役
割
」
で
あ
る

「
日

本
の
各
地
、
と
り
わ
け
遠
隔
の
地
や

島
々
へ
の
旅
」
の

（天
皇
と
し
て
の
）

最
後
、
あ
る
い
は
最
後
に
近

い
行

先
に
、
ア
キ
ヒ
ト
は
あ
え
て
沖
縄

を
選
び
、
二
月
二
八
日
に
は
初
め

て
与
那
国
島
を
訪
問
し
た
。
ア
キ

ヒ
ト
は
二
〇
〇
四
年
に
宮
古
と
石

垣
を
訪
ね
て
お
り
、

こ
の
こ
と
は

ア
キ
ヒ
ト
の
意
図
や
思

い
に
関
わ

ら
ず
、
離
島

の
隅
々
に
ま
で
及
ぶ

君
主
に
よ
る

「
恩
恵
」
の
施
し
と
、

ヤ
マ
ト

ヘ
の
同
化
圧
力
と
な

っ
て

き
た
。
人
々
は
思
う
の
だ
ろ
う
か
、

「我
が
国
」
に
は
善
な
る
王
が
い
て
、

民
草

の
竃

の
火
に
ま
で
心
を
配

っ

て
く
だ
さ
る
、
と
。

与
那
国
に
は
二
〇

一
六
年
、
中

国
の

「脅
威
」
に
対
す
る
前
線
部

隊
と
し
て
陸
上
自
衛
隊
が
配
備
さ

れ
た
。
ア
キ
ヒ
ト
の
訪
間
は

「
善

な
る
王
」
が

「
邪
悪
な
外
国
」
か

ら
国
民
を
守
る
軍
隊
を
も
鼓
舞
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。
結
果
と
し
て

ア
キ
ヒ
ト
は
与
那
国

へ
の
自
衛
隊

配
備
の
既
成
事
実
を

一
層
強
化
し
、

宮
古
、
石
垣

へ
の
自
衛
隊
配
備

へ

の
地
な
ら
し
を
行

っ
た
と

い
う

べ

き
だ
ろ
う
。

沖
縄
に
は
か

つ
て
琉
球
王
朝
が

あ
り
、
そ
の
王
朝
を
強
制
的
に
併

呑
し
た
ヤ

マ
ト
王
朝
に
よ
る
植
民

地
支
配
と
同
化
政
策
が
あ
り
、
沖
縄

戦
後

の
米
軍
統
治

（
軍
政
府
、
民

政
府
と

い
う
名
の
軍
事
独
裁
）
が

あ
り
、
そ
し
て

「
祖
国
復
帰
」
に

よ
る
ヤ

マ
ト
と
米
国
双
方
に
よ
る

植
民
地
支
配
の
継
続
の
上
に
現
在

が
あ

る
。
沖
縄
を

「
民
主
主
義
」

「
平
和
主
義
」
か
ら
排
除
し
て
き

陶
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た
歴
史

の
象
徴
と
し
て
の
ア
キ
ヒ

ト
の
訪
沖
を
、
我
々
は
見
過
ご
す

わ
け
に
は
い
か
な

い
。
二
〇

一
九

年

の
ア
キ
ヒ
ト
退
位
と
ナ
ル
ヒ
ト

即
位
、
秋
篠
宮
家
長
女
員
子
の
結

婚
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
開
催
と
続
く
浮
か
れ
騒
ぎ
の
中
、

我
々
は
天
皇
制

の
果
た
す
役
割
と

そ
の
結
果
を
注
視
し
、
天
皇
制
廃

絶
に
向
け
た
陣
形
を
再
構
築
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

朝
鮮
半
島
情
勢
と
ト
ラ
ン
プ

そ
し
て
朝
鮮
半
島
情
勢
が
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
。
ピ

ョ

ン
チ
ヤ
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
契
機

と
し
た
南
北
交
流
と
政
治
対
話
を

通
じ
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国

（以
下

「朝
鮮
し

の
キ
ム
・ジ
ョ

ン
ウ
ン
労
働
党
委
員
長
は
朝
鮮
半

島
の
非
核
化
の
可
能
性
に
言
及
し
、

首
脳
会
談
を
四
月
二
七
日
に
開
催

す
る
こ
と
で
韓
国
と
合
意
し
た
。
米

韓
合
同
軍
事
演
習
も
例
年
よ
り
も

期
間
を
短
縮
し
、
空
母
も
戦
略
爆

撃
機
も
参
加
し
な

い
と
い
う
。
さ

ら
に
、
史
上
初
の
米
朝
首
脳
会
談

を
五
月
に
開
催
す
る
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。　
　
　
　
　
も

「
核
武
装

の
完
成
」
を
宣
言
し
、

米
国
に
対
す
る

一
定
の
防
衛
力
を

装
備
し
た
と
認
識
し
て
い
る
キ
ム

・

ジ

ョ
ン
ウ

ン
と
、
ム
ン

・
ジ

ェ
イ

ン
韓
国
大
統
領
の
就
任
以
来

の
対

北
政
策
が
合
致
し
、
情
勢

の
変
化

を
も
た
ら
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
動
き
に
対
し
安
倍
政
権

は
相
も
変
わ
ら
ず

「制
裁
措
置
の
強

化
・継
続
」
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、

さ
す
が
に
米
韓
に
置

い
て
き
ぼ
り

に
さ
れ
孤
立
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
、

四
月
十
七
日
に
も
安
倍
が
訪
米
し
、

ト
ラ
ン
プ
と
日
米
首
脳
会
談
を
行

う
と
発
表
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
の
ご
機

嫌
を
う
か
が

い
つ
つ
、
朝
鮮
に
対

す
る
米
国
の
今
後
の
動
き
を
探
り
、

安
倍

の
目
指
す
軍
拡
に
都
合

の
悪

い
朝
鮮
半
島

の
緊
張
緩
和
に
釘
を

刺
す

つ
も
り
だ
ろ
う
。
安
倍
は
ま

た
、
時
流
に
乗
り
遅
れ
る
わ
け
に

は
い
か
な

い
と
ば
か
り
に
、
日
朝

首
脳
会
談

の
実
施
に
も
言
及
し
始

め
た
。

朝
鮮
半
島

の
緊
張
緩
和
が
進
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
る

一
方
で
、
ト

ラ
ン
プ
は
国
務
長
官
を
テ
ィ
ラ
ー

ソ
ン
か
ら
最
強
硬
派
の
ポ

ン
ペ
オ

に
交
代
さ
せ
、
首
席
補
佐
官
も
現
職

の
ケ
リ
ー
以
上
の
対
朝
鮮
強
硬
派

に
交
代
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
自
身
は
十

一
月
の
中
間

選
挙
を
前
に
、　
一
向
に
公
約
が
実
現

で
き
な

い
こ
と
に
焦
れ
、
現
在
は

経
済
問
題
、
と
り
わ
け
貿
易
問
題

に
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

鉄
鋼
や
ア
ル
ミ
に
高
関
税
を
課
し
、

Ｅ
Ｕ
や
中
国
と
の
軋
蝶
を
深
め
て

い
る
。
「
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス
ト
」

と
は
、
す
な
わ
ち
経
済
的
優
位
性
の

回
復
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
る

覇
権

の
維
持
で
あ
る
。
世
界
に
ア

メ
リ
カ
に
対
抗
す
る
国
が
あ
る
こ

と
に
ト
ラ
ン
プ
は
我
慢
で
き
な
い
。

だ
か
ら
、
朝
鮮
の
よ
う
な

「弱
小
」

国
家
が
ア
メ
リ
カ
に
歯
向
か
う
な

ど
、
も

っ
て
の
ほ
か
な
の
だ
。

こ

う
し
た
人
事
の
や
り
方
を
見
る
と
、

「対
話
」
の

一
方
で
、
朝
鮮

へ
の
戦

争
挑
発
も
継
続
す
る
考
え
の
よ
う

に
見
え
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
ポ
ピ

ュ

リ
ス
ト
で
あ
る
ト
ラ
ン
プ

に
は

一

貫
し
た
政
策
は
な

い
。
当
面
、
朝

鮮
に
対
す
る
硬
軟
両
面
作
戦
を
継

続
し
、
中
国
と

ロ
シ
ア
を
牽
制
し

な
が
ら
、
世
界
経
済
と
国
内
経
済

の
根
幹
を
無
視
し
た
ト
ラ
ン
プ
流

の
政
策
が
続
く
だ
ろ
う
。

安
倍
と
米
軍
と
沖
縄

二
月
十
三
日
、
那
覇
地
裁
は
沖

縄
県
の
、
霊
日
天
間
飛
行
場
代
替
施

設
建
設
事
業
に
係
る
岩
礁
破
砕
等

行
為

の
差
止
請
求
」
に
対
し
、
実

質
審
理
を
回
避
し
門
前
払

い
の
判

決
を
下
し
た
。
漁
業
権
に
対
す
る

従
来

の
国
の
判
断
を
、
官
邸

の
圧

力
に
よ
り
百
八
十
度
変
更
し
た
昨

年
三
月
の
水
産
庁
通
知
を
そ
の
ま

ま
認
め
、
国
の
主
張
に
全
面
的
に

沿
う
判
決
だ

っ
た
。
さ
ら
に
三
月

十
四
日
に
は
山
城
博
治
沖
縄
平
和

運
動
セ
ン
タ
ー
議
長
ら
二
人
が
、
高

江

ヘ
リ
パ

ッ
ト
建
設
に
対
す
る
非

暴
力
の
抗
議
活
動

へ
の
公
務
執
行

妨
害
、
威
力
業
務
妨
害
な
ど
に
問

わ
れ
た
弾
圧
事
件

に
対
し
、
有
罪

（長
期
の
執
行
猶
予
付
き
）
と
す
る

不
当
判
決
を
下
し
た
。
両
判
決
に

対
し
、
県
と
山
城
さ
ん
ら
は
控
訴

し
、
裁
判
闘
争
は
今
後
も
継
続
す

る
。
し
か
し
、
日
本

の
司
法
は
常

に
権
力
に
す
り
寄
る
判
決
を
出
し

続
け
て
お
り
、
安
倍
政
権
に
な

っ

て
か
ら
は
そ
の
傾
向
が

い
よ
い
よ

顕
著
に
な

っ
て
い
る
。
裁
判
闘
争

だ
け
で
沖
縄
の
闘
い
に
勝
利
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
は
明

白
だ
。

不
当
判
決

の
元
凶
と
も
い
え
る

安
倍
は
、
森
友
問
題
に
お
け
る
公

文
書
の
改
ざ
ん
や
、
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ

Ｏ
派
遣

で
の
日
報
の
隠
ぺ
い
問
題

な
ど
で
急
速
に
支
持
率
を
落
と
し
、

与
党
内

で
も
退
陣
論
が
公
に
な
り

つ
つ
あ
る
が
、
当
面
、
現
在

の
自

民
党
の
日
本
会
議
的
右
翼
体
質
に

変
化
は
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

四
月
四
日
に
は
横
浜
港

の
米
軍

施
設

・
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
に
空
軍
仕
様

の
オ
ス
プ

レ
イ

（
Ｃ
Ｖ
２
２
）
五

機
が
陸
揚
げ
さ
れ
、
翌
五
日
に
は

横

田
基
地
に
飛
来
し
た
。
今
夏
に

は
当
初
予
定
よ
り

一
年
以
上
早
く

横
田
に
正
式
に
配
備
す
る
と
い
う
。

墜
落
事
故
等
、
様
々
な
事
故
を
起
こ

し
て
い
る
海
兵
隊
仕
様

の
オ
ス
プ

レ
イ

バ
Ｍ
Ｖ
２
２
）
よ
り
も
さ
ら

に
事
故
率
の
高
い
空
軍
の
オ
ス
プ

レ
イ
が
、
す
で
に
首
都
圏
の
人
口

密
集
地
の
上
を
自
由
に
飛
行
し
て

い
る
。
自
衛
隊
も
ま
た
、
全
国
の

陸
上
自
衛
隊
を
統
合
運
用
す
る
た

め
と
称
し
て
四
月
五
日
に

「陸
上

総
隊
」
な
る
組
織
な
発
足
さ
せ
た
。

日
本
版
海
兵
隊
と
も
い
わ
れ
る

「水

陸
機
動
団
」
も
三
月
に
発
足
さ
せ
、

発
足
前
の
二
月
に
は
す
で
に
米
海

兵
隊
と
共
同
で

「離
島
奪
還
訓
練
」

な
る
演
習
を
米
国
で
行
っ
て
い
る
。

安
倍
の
軍
拡
路
線
と
在
沖
日
米

軍
の
や
り
た
い
放
題
は
留
ま
る
と

こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
今
こ
そ
、
朝
鮮

半
島
の
真
の
緊
張
緩
和
と
東
ア
ジ

ア
民
衆
連
帯
、
中
露
を
含
む
新
自
由

主
義
に
基
づ
く
グ

ロ
ー
バ
ル
資
本

主
義
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
安
倍

（と
安
倍
政
権
的
な
も
の
）
を
徹
底

的
に
打
倒
す
る
左
派
の
新
た
な
結

集
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
―

共
に
闘
わ
ん
Ｈ
　
　
　
（志
村
　
圭
）
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辺
野
古
大
浦
湾
海
底
に
重
大
欠
陥
可

防
衛
局
は
護
岸
工
事
を
直
ち
に
停
止

し
調
査
デ
ー
タ
を
全
面
公
開
し
ろ
‥

辺
野
古
大
浦
湾
側

の
深
場
部
分

に
重
大
な
問
題
―
活
断
層
と
海
底

地
盤

の
脆
弱
性
―
が
あ
る
こ
と
は

こ
れ
ま
で
も
地
質
学
者
等
か
ら
指

摘
さ
れ
て
き
た
。
二
月
に
那
覇
市

内

で
開
催
さ
れ
た
地
質
学
者
な
ど

専
門
家
三
氏
を
招

い
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
、
立
石
雅
昭
新
潟
大
名
誉

教
授

（地
質
学
）
は
米
国
カ
リ
フ
オ

ル

ニ
ア
州
法
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
資
源
管
理
法
、
徳
島
県
の
震
災

に
強

い
社
会
づ
く
り
条
例
で
活
断

層

の
直
上
、
周
囲
に
建
物

の
建
設

を
禁
止

・
制
限
し
て
い
る
事
例
が

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
沖
縄
県
の

条
例
制
定
を
提
案
し
た
。
活
断
層

の
上
に
建
設
さ
れ
る
巨
大
軍
事
基

地
に
は
弾
薬
搭
載

エ
リ
ア
や
燃
料

タ

ン
ク
も
あ
る
。
二
月
に
な

っ
て

沖
縄
防
衛
局
の
地
質
調
査
報
告
書

が
情
報
公
開
請
求
に
よ
り
開
示
さ

れ
、
そ
の
中
に

「活
断
層
の
疑
い
」

が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
防
衛
局
は

「活
断
層
は
確

認
さ
れ
て
い
な

い
」
と
言

い
逃
れ

，る
こ
と
は
、
も
は
や
許
さ
れ
な
い
。

防
衛
局
の
調
査
報
告
書
で
判
明

し
た
も
う

一
つ
の
重
大
な
事
実
は
、

巨
大

な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
箱

（ケ
ー
ソ
ン
）
を
設
置
す
る
予
定
の

海
底
地
層
が

「
非
常
に
緩

い

・
軟

ら
か
い
砂
質
土
や
粘
性
土
が
四
〇

メ
ー
ト
ル
と
非
常
に
厚
く
堆
積
し

て
い
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
地
盤
改
良
が
避
け
ら
れ
ず
、

設
計
変
更
申
請
と
県
知
事
の
許
可

が
必
要
と
な
る
。

二
月
末
、
名
護
市
議
会
で

「地
質

調
査
の
デ
ー
タ

の
全
面
公
開
、
活

断
層
の
有
無
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
追
加
を
求
め
る
意
見
書
」
が

賛
成
多
数

で
採
択
さ
れ
た
。
沖
縄

防
衛
局
は
浅
瀬
部
分
の
工
事
を
中

断
し
、
名
護
市
議
会

の
要
請
に
答

え
ね
ば
な
ら
な
い
。

防
衛
局
は
浅
瀬
部
分

の

一
部
に

今
夏
に
も
土
砂
を
投
入
し
、　
一
一

月
県
知
事
選
を
前
に
諦
め
を
誘
お

う
と
し
て
い
る
。
土
砂
投
入
を
阻

止
す
る
た
め
に
、
辺
野
古
現
地
闘

争
に
結
集
し
よ
う
―
五
上
一六
国
会

包
囲
行
動
を
成
功
さ
せ
、
安
倍
政

権
に
沖
縄

へ
の
軍
事
植
民
地
化
政

策
の
転
換
を
迫
ろ
う
―

辺野古新基地建設に伴う地質調査のデータの全面公開、活断層の有無、環境アセスメントの追加を求める意見書

沖縄防衛局は名護市辺野古の新基地予定地で実施した2014年 から2015年 の地質調査の報告書には、地盤の強
度を示すN値 「ゼロ」を示す地点が続出し、地質調査が成立しないほど軟弱地盤であることが明らかになり、さらにそ
の付近では活断層の可能性があると指摘していることが、個人の情報公開請求や国会議員の資料請求で2018年 3月
に明らかになりました。

当初の設計は、その深い海底に、基礎捨て石を敷きその上に巨大なケーソン (長さ 52メ ートル、幅 22メ ートル、
高さ24メ ートル、重量 7,200ト ンの巨大コンクリート製の箱)を並べ設置する工法になっています。
県に申請された埋め立て承認願書には、軟弱地盤を想定した設計ではない事が伺えます。防衛局は自ら行った地質調

査の報告書に、「構造物の安定、地盤の圧密沈下、液状化の詳細の検討を行うことが必須」と結論づけているように、今後、

工法等や地盤改良等の設計変更が必要になることは明らかであります。

沖縄防衛局は、設計変更を伴うような不都合な地質調査結果を隠蔽しようとしたのではないかと疑念が持たれます。

今後、防衛局は、自ら調査内容を全面公開し、県民の理解を得ることが求められます。

一方、防衛局は環境アセスメントでサンゴやジュゴンには影響が少ないと結論づけ、埋め立て工事を進めていますが、

昨年の 8月 23日 にはアメリカジュゴン訴訟において、サンフランシスコ高裁が、原告適格を認め、国防総省に対して
沖縄のジュゴンの保全策について原告と協議するよう、サンフランシスコ地裁に差し戻しました。

また、 IUCNの フランソワ 0シマール氏 (海洋専門家)は大浦湾を訪れ、iこ れほど多様な生態系が維持されてい
る場所は珍しい。保全されることを願う」と言及しています。                        「

このような国際世論や国内世論の高まりの中で、工事現場では軟弱地盤や活断層の存在という想定外の事実が指摘さ

れています。

翁長雄志県知事は「知れば知るほど大浦湾は、奇跡の海だJと表現しています。人類共通の沖縄の財産を次の世代へ

残すために、現在行われている辺野古新基地計画に伴う工事を一時中断し、新基地建設の必要性及び生物多様な辺野市:

大浦湾の海に及ぼす環境への影響を取り除くために再度徹底的に調査を行うことを要請します。

日己                                                    i

l.防衛省は、これまで行った地質調査のデータを全面公開し、科学的、客観的に専門家の意見を取り入れ、活断層の
有無について明らかにする。その間の工事を一時中止すること   ・
2.防衛省は、軟弱地盤の対応を県と協議する必要があり、その間の工事を一時中止すること
3.防衛省は、N値「ゼロ」を示す軟弱地盤や活断層上に構造物を設置することについて、追加の環境影響アセスメン
トを行い、その間の工事を一時中止すること

4.防衛省は、活断層や軟弱地盤の上に構造物を設置するこ4について環壕等監視委員会から意見を求め、その間の工
事を一時中止すること

5。 沖縄県は活断層や軟弱地盤等の実態について安全面や環境面からも現場への立ち入りを求め独自の調査を行うこと

以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。
3月 28日 沖縄県名護市議会
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【連
載
】
ネ
グ
リ
＝
ハ
ー
ト
を
読
む

（
Ｂ
）

マ
ル
チ
チ
ュ
ー
ド
と
は
革
命
概
念
で
あ
る

幾
瀬
仁
弘

同

一
性
と
統

一
性

革
命
を
標
榜
す
る
者
た
ち
は

「団
結

し
て
」
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で

求
め
ら
れ
る
の
が
、
「統

一
性
」
で
あ
り
、

「
同

一
性
」
で
あ
る
。
搾
取
さ
れ
る
ゆ

え
に
変
革
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
で
は

同
じ
属
性
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
互
い
に
確
認
し
合
う
の
だ
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
同

一
性
は
つ
ね

に
異
な
る
も
の
と
の
差
異
が
な
け
れ
ば

確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
（意
識

的
に
も
、
無
意
識
的
に
も
）
無
理
や
り

差
異
を
作
り
出
し
、
自
己
と
異
な
る
も

の
を
排
除
す
る
こ
と
が
起
こ
り
得
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
「同

一
性
」

を
確
認
し
、
「統

一
性
」
を
維
持
す
る

の
だ
。
こ
れ
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
党

派
も
含
め
た
社
会
変
革
運
動
全
般
の
中

で
、
ど
の
時
代
で
も
、
ど
こ
で
も
往
々

に
し
て
見
ら
れ
る
、
俗
に
い
う

「内
ゲ

バ
」
―
―
内
輪
も
め
、
集
団
の
分
裂
、

こ
と
と
次
第
で
は
仲
間
殺
し
―
―
と
い

う
現
象
で
あ
る
。
過
去
の
話
で
は
な

く
、
現
代
で
も
社
会
変
革
運
動
に
は
常

に
つ
い
て
ま
わ
る
現
象
で
あ
り
、
こ
れ

，に
よ
っ
て
運
動
が
衰
退
し
消
滅
し
て
し

ま
う
こ
と
も
、
ま
た
よ
く
あ
る
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
現
象
は
社
会
変
革
過
程
だ
け
で

は
な
く
、実
際
に
支
配
階
級
を
打
倒
し
、

新
し
い
社
会
を
築
い
た
後
で
も
見
ら
れ

た
。
ソ
連
な
ど
の
社
会
主
義
国
で
は
「正

し
い
労
働
者
」
像
と
い
う
規
格
が
あ
り
、

こ
れ
に
適
合
し
な
い
者
は
排
除
、
粛
清

の
対
象
に
な
っ
て
い
た
ｃ
資
本
主
義
国

家
に
勝
利
す
る
た
め
に
は
強
力
な
国
家

を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
成

し
遂
げ
る
た
め
に
は
、
社
会
主
義
的
秩

序
を
形
成
し
、
人
々
を
こ
れ
に
従
わ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る

の
が
、
や
は
り

「同

一
性
」
と

「統

一

性
」
な
の
だ
。
し
か
し
言
う
ま
で
も
な

く
、規
格
に
合
わ
な
け
れ
ば
排
除
さ
れ
、

抹
殺
さ
れ
る
社
会
な
ど
と
て
つ
も
な
く

息
苦
し
い
社
会
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

無
理
を
強
い
る
社
会
は
内
部
か
ら
崩
壊

せ
ぎ
る
を
得
な
い
ｃ
そ
し
て
実
際
に
ソ

連
は
崩
壊
し
た
ｃ

特
異
性
が
終
結
し
た
多
数
多
様
体

ネ
グ
リ
＝
ハ
ー
ト
は
こ
う
し
た
こ
と

を
批
判
的
に
捉
え
た
上
で
、強
調
す
る
。

「特
異
性
」
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
自
分

を
虫
け
ら
の
よ
う
に
扱
い
、
存
在
す
る

の
か
ど
う
か
も
関
心
を
持
た
れ
な
い
よ

う
な
社
会
を
変
え
る
た
め
に
社
会
変
革

に
参
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
の

変
革
運
動
の
中
で
匿
名
の

一
人
と
し
か

扱
わ
れ
な
い
、
こ
れ
は
本
末
転
倒
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え

「特
異
性
」
な
の
だ
。

変
革
運
動
を
担
う
集
団
は
特
異
性
が
集

結
し
た
多
数
多
様
体
、
す
な
わ
ち
マ
ル

チ
チ
ュ
ー
ド
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
マ
ル
チ
チ
ュ
ー
ド
は
労

働
者
階
級
と
い
う
概
念
に
は
収
ま
ら
な

い
。
労
働
者
階
級
と
い
う
概
念
は
、
か

つ
て
は
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
働
く

必
要
が
な
い
者
た
ち

（不
労
所
得
者
）

か
ら
労
働
者
を
区
別
す
る
た
め
に
用
い

ら
れ
た
が
、
今
や
、
狭
い
意
味
で
は
工

場
労
働
者
の
み
を
指
す
こ
と
で
、
農
業

や
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
部
門
に
従
事
す

る
労
働
者
を
切
り
離
し
、
広
い
意
味
で

は
賃
労
働
者
を
指
す
こ
と
、
貧
者
や
無

償
の
家
事
労
働
者
な
ど
の
賃
金
を
受
け

取
ら
な
い
人
々
を
切
り
離
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
マ
ル
チ
チ

ュ
ー
ド

は
、
近
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
見
ら

れ
る
転
換
を
取
り
込
む
包
括
的
で
開
か

れ
た
概
念
で
あ
る
。
工
業
が
主
導
的
立

場
に
は
な
い
状
況
の
中
、
生
産
は
、
単

に
経
済
的
な
見
地
か
ら
だ
け
で
は
な

く
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
関
係

性
、
生
の
形
態
と
い
っ
た
非
物
質
的
な

も
の
を
生
産
す
る
社
会
的
生
産
に
ま
で

広
が
っ
た
。
マ
ル
チ
チ
ュ
ー
ド
は
、
こ

れ
ら
の
多
様
な
社
会
的
生
産
の
担
い
手

す
べ
て
を
潜
在
的
に
含
む
。

マ
ル
チ
チ
ュ
ー
ド
は

階
級
概
念
で
あ
る

と
は
い
え
、
ネ
グ
リ
＝
ハ
ー
ト
は

「
マ
ル
チ
チ

ュ
ー
ド
は
階
級
概
念
で
あ

る
」
と
言
う
。
「階
級
は
階
級
闘
争
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。」
か
つ
て
サ
ル

ト
ル
は
、
人
種
は
人
種
に
対
す
る
抑
圧

に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
の
だ
と
述
べ

た
。
人
種
を
決
め
る
の
は
民
族
性
で
も

皮
膚
の
色
で
も
な
い
。
人
種
は
集
団
闘

争
に
よ
っ
て
政
治
的
に
決
定
さ
れ
る
の

だ
。
そ
れ
ゆ
え
人
種
と
は

「階
級
」
で

あ
り
、
政
治
的
概
念
で
あ
る
。
か
つ
て

「階
級
」
を
代
表
し
て
い
た
経
済
的
階

級
も
集
団
的
な
抵
抗
運
動
を
通
じ
て
形

成
さ
れ
て
き
た
で
は
な
い
か
。
階
級
と

は
闘
争
す
る
集
団
性
で
あ
り
、
集
団
的

な
闘
争
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
な

の
だ
。

階
級
は
政
治
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
階
級
理
論
は
、
階
級
闘
争
の
現
時
点

の
路
線
を
反
映
し
、
未
来
に
向
け
た
可

能
性
の
あ
る
路
線
を
提
示
す
る
も
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
、階
級
理
論
の
課
題
は
、

潜
勢
力
を
は
ら
む
集
団
闘
争
の
た
め
に

現
在
の
条
件
を
見
つ
け
出
し
、
そ
れ
ら

の
条
件
を
政
治
的
提
案
と
し
て
表
現
す

る
こ
と
で
あ
る
。階
級
と
は
、
し
た
が
っ

て
構
成
的
な
配
置
で
あ
リ
プ
ロ
ジ
エ
ク

ト
＝

「企
て
」
な
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク

ス
が
主
張
し
た
こ
と
も
、
フし
れ
で
あ
る
。

単

一
の
労
働
階
級
を
可
能
に
す
る
条
件

が
現
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
分
析
し

た
上
で
、
様
々
な
労
働
闘
争
を
階
級
と

し
て
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
お
い
て

統

一
せ
よ
と
い
う
政
治
的
提
言
だ

っ
た

の
だ
。

で
は
、
現
代
の
集
団
闘
争
の
た
め
の

条
件
と
は
何
か
？
　
現
代
の
経
済
状
況

は
非
物
質
的
労
働
が
主
導
権
を
握
り
、

他
の
労
働
形
態
も
そ
れ
に
従
わ
ぎ
る
を

得
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
非
物
質

的
労
働
に
お
け
る
生
産
は
、
従
来
考
え

ら
れ
て
き
た
経
済
的
領
域
を
越
え
て
社

会
的
生
全
般
に
渡
っ
て
行
わ
れ
る
。
そ

れ
に
応
じ
て
搾
取
も
生
全
般
に
渡
り
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
態

を
迎
え
た
と
き
、
ネ
グ
リ
＝
ハ
ー
ト
は

「生
政
治
」
と
い
う
概
念
に
注
目
す
る
。

生
権
力
が
私
た
ち
の
生
全
般
に
渡
る
支

配
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
な
ら
、
そ
こ

で
展
開
さ
れ
る
政
治
が

「生
政
治
」
で

あ
る
。
旧
来
の

「経
済
的
な
も
の
」
に

関
連
さ
せ
れ
ば
、
生
政
治
的
と
は
労
働

が
賃
労
働
だ
け
に
限
定
さ
れ
ず
、
人
間

の
全
般
的
な
創
造
的
能
力
を
指
す
。
マ

ル
チ
チ
ュ
ー
ド
は
生
政
治
的
な
も
の
な

の
だ
。

マ
ル
チ
チ
ュ
ー
ド
は
様
々
な
特
異
な

差
異
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。　
一
見
バ

ラ
バ
ラ
に
見
え
る
よ
う
で
も
、
し
か
し

何
ら
か
の
共
通
性
が
あ
り
、
そ
れ
が

個
々
を
つ
な
ぎ
集
団
と
し
て
の
ま
と
ま

り
を
形
成
す
る
。

で
は
、
そ
の
共
通
す
る
も
の
と
は
何

か
？

〈共

（
コ
モ
ン
》

で
あ
る
。


